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定例会

越
に
つ
い
て

○
令
和
７
年
度
白
浜
町
事
故
繰
越
し
繰

越
に
つ
い
て

○
令
和
７
年
度
白
浜
町
下
水
道
事
業
特

別
会
計
予
算
繰
越
に
つ
い
て

○
令
和
７
年
度
白
浜
町
水
道
事
業
特
別

会
計
予
算
繰
越
に
つ
い
て

○
令
和
７
年
度
白
浜
町
土
地
開
発
公
社

経
営
状
況
の
提
出
に
つ
い
て

○
シ
ョ
ベ
ル
ロ
ー
ダ
ー
購
入
事
業
に
係

る
物
品
購
入

【
品
名
及
び
数
量
】

・
シ
ョ
ベ
ル
ロ
ー
ダ
ー　

１
台

【
納
品
場
所
】

・
白
浜
町
清
掃
セ
ン
タ
ー

【
契
約
金
額
】

７
４
５
万
８
０
０
０
円

【
契
約
の
相
手
】

・
和
歌
山
市
栄
谷
10
番
地
13

　

南
近
畿
Ｔ
Ｃ
Ｍ
株
式
会
社

　

和
歌
山
支
店

　

取
締
役
営
業
管
掌
兼
和
歌
山
支
店
長

　

江
口　

雅
夫

○
高
規
格
救
急
自
動
車
更
新
事
業（
す

さ
み
消
防
署
）に
係
る
物
品
購
入

　

令
和
８
年
第
２
回
定
例
会
は
、
６
月

２
日
招
集
、
16
日
間
の
会
期
で
開
催
さ

れ
、
当
局
よ
り
提
出
さ
れ
た
議
案
な
ど

に
つ
い
て
審
議
し
ま
し
た
。

○
白
浜
町
監
査
委
員
条
例
等
の
一
部
を

改
正
す
る
条
例
に
つ
い
て

○
白
浜
町
農
林
業
産
業
育
成
団
地
共
同

管
理
施
設
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条

例
に
つ
い
て

○
白
浜
町
宿
泊
税
条
例
の
制
定
に
つ
い

て○
白
浜
町
消
防
団
員
等
公
務
災
害
補
償

条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
に
つ
い

て○
白
浜
町
屋
外
広
告
物
条
例
の
制
定
に

つ
い
て

○
工
事
請
負
契
約
の
一
部
変
更

【
工
事
名
】

・
町
道
小
森
３
号
線
道
路
災
害
復
旧
工

第2回

（6月）

定例会

事【
契
約
の
相
手
】

・
日
置
川
開
発
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式
会
社

【
契
約
金
額
】

５
７
５
３
万
円

【
変
更
後
の
契
約
金
額
】　
　

５
９
６
１
万
３
４
０
０
円

○
建
物
の
処
分
に
つ
い
て

【
建
物
の
表
示
】

・
白
浜
町
安
宅
字
本
谷
７
５
２
番
２
及

び
同
所
字
場
谷
７
５
６
番

安
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畜
舎
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管
理
施
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延
床
面
積

３
２
３
２
・
２
１
㎡
）

【
処
分
の
目
的
】

・
地
域
の
畜
産
業
の
更
な
る
発
展
に
つ

な
げ
る
た
め

【
処
分
の
価
格
】

39
万
４
０
０
０
円

【
契
約
の
相
手
】

・
白
浜
町
安
居
１
６
７
７
番
地

　

白
浜
町
肉
用
牛
生
産
組
合

　

組
合
長　

長
谷
川　

寛

○
令
和
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白
浜
町
繰
越
明
許
費
繰
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】
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高
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救
急
自
動
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台

【
納
品
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】
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さ
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消
防
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【
契
約
金
額
】

２
３
４
９
万
７
４
８
５
円

【
契
約
の
相
手
】

・
白
浜
町
大
古
４
９
４
番
地
の
２

　

有
限
会
社
昭
和
自
動
車
整
備
工
場

　

代
表
取
締
役　

中
原　

啓
晶

○
高
度
救
命
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材
更
新
事
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（
す
さ
み
消
防
署
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係
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１
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【
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品
場
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】
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す
さ
み
消
防
署

【
契
約
金
額
】

１
６
０
６
万
円

【
契
約
の
相
手
】

・
和
歌
山
市
手
平
三
丁
目
８
番
43
号

　

株
式
会
社
大
黒

　

代
表
取
締
役　

堀
井　

孝
一ほ

か
３
件

○
訴
え
の
提
起
に
つ
い
て

ほ
か
１
件

条
例
制
定
・
改
正

工
事
請
負
契
約
の
一
部
変
更

報
告

建
物
の
処
分

物
品
購
入
契
約

そ
の
他
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・
既
定
予
算
へ
の
補
正
額

△
８
６
５
万
円

・
補
正
後
の
歳
入
歳
出
予
算
総
額

26
億
２
５
９
０
万
円

○
令
和
８
年
度
白
浜
町
後
期
高
齢
者
医

療
特
別
会
計
補
正
予
算（
第
１
号
）

・
規
定
予
算
へ
の
補
正
額

△
７
５
万
円

・
補
正
後
の
歳
入
歳
出
予
算
総
額

７
億
６
５
０
５
万
円

〇
令
和
８
年
度
白
浜
町
介
護
保
険
特
別

会
計
補
正
予
算（
第
１
号
）

・
既
定
予
算
へ
の
補
正
額

60
万
円

・
補
正
後
の
歳
入
歳
出
予
算
総
額

33
億
１
１
６
０
万
円

次
の
方
が
当
選
さ
れ
ま
し
た
。（
敬
称
略
）

○
白
浜
町
選
挙
管
理
委
員

・
牛う

し
じ
ま島　

安や
す
じ二　

・
川か
わ
い井　

照て
る
お夫

・
青あ

お
や
ま山　

茂し
げ
き樹　

・
岩い
わ
き城　

祐さ
ち
ろ
う朗

○
白
浜
町
選
挙
管
理
委
員
補
充
員

・
杉す

ぎ
た
に谷　

憲け
ん
い
ち一　

・
田た

い井　

郁い
く
や也

・
坂さ

か
も
と本　

規の
り
お生　

・
川か
わ
も
と本　

真し
ん
や哉

○
令
和
８
年
度
白
浜
町
一
般
会
計
補
正

予
算（
第
１
号
）

・
既
定
予
算
へ
の
補
正
額

３
億
７
２
８
２
万
円

・
補
正
後
の
歳
入
歳
出
予
算
総
額

１
４
０
億
５
１
８
２
万
円

　
　
　

※
減
額
修
正
後
の
額（
５
頁
参
照
）

主
な
補
正
内
容

【
総
務
費
】

・
公
共
施
設
照
明
Ｌ
Ｅ
Ｄ
化
事
業

８
０
０
０
万
円

・
Ｉ
Ｔ
オ
フ
ィ
ス
改
修
事
業８

０
５
１
万
円

【
農
林
水
産
業
費
】

・
地
域
林
政
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
事
業

３
９
２
万
円

・
緊
急
銃
猟
制
度
事
業

７
９
万
円

・
漁
港
補
修
工
事
費

１
１
９
万
円

【
観
光
費
】

・
商
店
街
開
業
等
支
援
事
業
補
助
金

１
０
０
万
円

【
土
木
費
】

・
道
路
維
持
補
修
工
事
費

３
２
０
０
万
円

補
正
予
算

人
事
案
件

【
教
育
費
】

・
空
調
設
備
更
新
工
事
費

１
２
２
万
円

・
中
学
校
屋
内
運
動
場
空
調
設
備
整
備

事
業

１
億
５
２
６
４
万
円

○
令
和
８
年
度
白
浜
町
一
般
会
計
補
正

予
算（
第
２
号
）

・
既
定
予
算
へ
の
補
正
額

１
億
３
９
７
８
万
円

・
補
正
後
の
歳
入
歳
出
予
算
総
額

１
４
１
億
９
１
６
０
万
円

主
な
補
正
内
容

【
総
務
費
】

・
観
光
コ
ン
テ
ン
ツ
造
成
等
事
業

７
４
９
万
円

・
宿
泊
税
導
入
準
備
事
業

１
７
７
８
万
円

【
観
光
費
】

・
宿
泊
税
対
応
シ
ス
テ
ム
改
修
等
事
業

補
助
金

１
億
円

・
観
光
誘
客
等
事
業
業
務
委
託
料

１
１
８
７
万
円

〇
令
和
８
年
度
白
浜
町
国
民
健
康
保
険

事
業
特
別
会
計
補
正
予
算（
第
２
号
）

第2回定例会の概要

6月２日（第１日）
　・ 会期決定、議案提案説明

6月11日（第２日）
　・ 一般質問

6月12日（第３日）
　・ 一般質問

6月16日（第４日）
　・ 議案審議、議案提案説明

6月17日（第５日）
　・ 議案審議

討論

　本議案について、廣畑 志保議員が反対討論を行いました。

　本議案は、起立採決の結果、賛成多数により、原案のとおり可決すべきものと決し

ました。反対討論の要旨は次のとおりです。

議案第73号　令和８年度白浜町一般会計補正予算（第2号）議定について

　この補正予算は、宿泊税の導入に対応するための各事業に係る予

算が約1億円、基金を取り崩す形で計上されている。宿泊税そのもの

について時期尚早と考え反対である。よって、本議案には反対である。

反対
討論
要旨
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定例会

白浜町宿泊税条例が成立

　全国有数の国際観光地「白浜」の実現を目指し、観光施策を継続的に実施し、地域社会・経済の好循環を

生み出す安定的な財源の確保のため、宿泊税制度の導入についての取組が進められていました。

　令和8年第2回定例会において「白浜町宿泊税条例」が可決、制定され、来年3月から宿泊税の徴収開始

を目指すこととなりました。

問）宿泊税を導入する前に、既に現在入湯税を徴収している。二重課税とはならないのか。

答）入湯税は地方税法に基づき温泉や鉱泉浴場を使用した際に課税される法定目的税であり、宿泊税は宿

泊施設への宿泊行為に課税される法定外目的税であるため、課税客体が異なり二重課税には該当しない。

問）宿泊税の税収は、令和6年度の宿泊客数で推計すると年間約6億5,000万円の税収見込みとのことだが、

その使途については行政で主導し立案等していくのか、または検討委員会などを設置して協議するのか。

答）税収の見込みはあくまで推計であるが、その使途について検討委員会を設置することは現在は予定し

ていない。使途については、様々な計画や新たな観光戦略の中でニーズに沿った取組に必要な財源として

検討していきたい。

　議案第64号「白浜町宿泊税条例の制定について」の審議において、廣畑 志保議員が反対討論を行いま

した。本議案は、起立採決の結果、賛成多数により、原案のとおり可決すべきものと決しました。

Pick Up ! ❶

中学校屋内運動場空調設備整備工事　1億5,264万円
令和8年度 白浜町一般会計補正予算（第1号）

　災害発生時には避難所に指定されている中学校屋内運動場に空調設備を設置することで、生徒の熱中

症リスクの低減や利用環境の改善に加えて、避難所機能の強化と防災機能の向上を図ります。

◆対象校：白浜中学校、富田中学校、三舞中学校

◆事業費：施工監理委託料　548万円 、 中学校体育館空調設備整備工事費　1億4,716万円

Pick Up ! ❷

質疑抜粋

問）町内の全ての中学校で空調設備工事を実施するのか、また完成は今年度のいつ頃を見込んでいるのか。

答）今回は避難所指定されている中学校を対象に工事を実施する。また避難所指定されている小学校につ

いては、今年度において設計業務を実施することとしている。工事には4か月程度期間を要するので、早け

れば来年2月頃の完成を見込んでいる。

質疑抜粋

討論

　宿泊税の導入については、今の白浜の観光の現状や物価高騰により国民そのものが疲弊している

ことを鑑みると、観光客の増加は考えにくく時期尚早である。またキャンプや車中泊など観光の形態

が多様化する中、観光に関する施策の財源をホテル、旅館等の宿泊者だけが負担することに疑問がある。

よって、本議案には反対である。

反対討論要旨（廣畑議員）
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議員発議修正案を可決

　令和8年度白浜町一般会計補正予算（第１号）案に対し、溝口 耕太郎議員、小森 一典議員から減額修正

案の提出がありました。

　修正案の内容は、平草原公園を拠点にペットの個別火葬を移動式で行う「愛玩動物火葬事業」に要する

費用として計上した1,558万円を減額するもので、修正案を提出した溝口議員が提案理由の説明を行い、

修正案に賛成として小森議員が、当局提出の原案に賛成として菊原 章議員がそれぞれ討論を行い、起立

採決の結果、賛成多数で減額修正案を可決しました。

　減額修正案の提出の主な理由は、「事業の収支について事前に十分な説明がなされていないこと」とし、

採決には、溝口議員、小森議員のほか、松田 剛治議員、鈴木 彬人議員、廣畑 志保議員、黒田 武士議員が賛

成しました。

修正動議

第2回（6月）定例会 審議結果一覧

※　議案等に対する賛成者は「○」、反対者は「×」とし、議長は通常、採決に加わらないため、「/」としています。

建物の処分について ⚪⚪⚪ / ⚪⚪⚪⚪⚪⚪⚪⚪可決

結果件　　名

⚪⚪⚪ / ⚪⚪⚪⚪⚪⚪⚪⚪可決工事請負契約の一部変更について

⚪⚪⚪ / ⚪⚪⚪⚪⚪⚪⚪⚪可決白浜町監査委員条例等の一部を改正する条例について

⚪⚪⚪ / ⚪⚪⚪⚪×⚪⚪⚪可決白浜町宿泊税条例の制定について

⚪⚪⚪ / ⚪⚪⚪⚪⚪⚪⚪⚪可決白浜町消防団員等公務災害補償条例の一部を改正する条例について

⚪⚪⚪ / ⚪⚪⚪⚪⚪⚪⚪⚪可決白浜町屋外広告物条例の制定について

⚪⚪⚪ / ⚪⚪⚪⚪⚪⚪⚪⚪可決訴えの提起について（未払貸付金の請求）

⚪⚪⚪ / ⚪⚪⚪⚪⚪⚪⚪⚪可決訴えの提起について（不動産の明渡し）

⚪⚪× / ⚪×××⚪⚪⚪×(＊)可決令和8年度白浜町一般会計補正予算（第1号）議定について

⚪⚪⚪ / ⚪⚪⚪⚪×⚪⚪⚪可決令和8年度白浜町一般会計補正予算（第2号）議定について

⚪⚪⚪ / ⚪⚪⚪⚪⚪⚪⚪⚪可決令和8年度白浜町国民健康保険事業特別会計補正予算（第2号）議定について

⚪⚪⚪ / ⚪⚪⚪⚪⚪⚪⚪⚪可決令和8年度白浜町後期高齢者医療特別会計補正予算（第1号）議定について

⚪⚪⚪ / ⚪⚪⚪⚪⚪⚪⚪⚪可決令和8年度白浜町介護保険特別会計補正予算（第1号）議定について

⚪⚪⚪ / ⚪⚪⚪⚪⚪⚪⚪⚪可決白浜町農林業産業育成団地共同管理施設条例の一部を改正する条例について

⚪⚪⚪ / ⚪⚪⚪⚪⚪⚪⚪⚪可決
物品購入契約の締結について（ショベルローダー購入事業に係る物
品購入）

⚪⚪⚪ / ⚪⚪⚪⚪⚪⚪⚪⚪可決物品購入契約の締結について（車両運搬車購入事業に係る物品購入）

⚪⚪⚪ / ⚪⚪⚪⚪⚪⚪⚪⚪可決
物品購入契約の締結について（高規格救急自動車更新事業（すさみ消
防署）に係る物品購入）

⚪⚪⚪ / ⚪⚪⚪⚪⚪⚪⚪⚪可決
物品購入契約の締結について（高度救命処置資器材購入事業（すさみ
消防署）に係る物品購入）

⚪⚪⚪ / ⚪⚪⚪⚪⚪⚪⚪⚪可決
物品購入契約の締結について（指令車更新事業（日置川消防署）に係
る物品購入）

⚪⚪⚪ / ⚪⚪⚪⚪⚪⚪⚪⚪可決
物品購入契約の締結について（消防車両更新事業（日置川支団第14
分団）に係る物品購入）

小
森　

一
典

松
田　

剛
治

菊
原　

章

長
野　

莊
一

鈴
木　

彬
人

真
鍋　

和
功

古
田　

彩

丸
谷　

和
樹

廣
畑　

志
保

黒
田　

武
士

溝
口　

耕
太
郎

雜
賀　

弥
一

※　（＊）一般会計補正予算（第１号）は、修正部分を除く原案可決　　　　
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一般質問

　一般質問とは、議員が町の行政全般にわたり、執行機関に対し事務の執行の状況及び将来に対する方針等

について質問を質し、あるいは報告、説明を求め、または疑問を質すことをいいます。

一 般 質 問

○溝口　耕太郎　議員（6P）

　1. 白良浜利便増進施設整備実証実験事業（白良浜ビー

チカフェ事業）について

　2. 町長の政治姿勢について

○鈴木　彬人　議員（7P）

　1. 多文化共生社会について

　2. 新たな防災気象情報とその運用について

　3. 西牟婁郡町村会の脱退について

○松田　剛治　議員（7P）

　1. 車中泊等のルール化とマナー対策・防犯対策について

　2. 町営住宅敷地内における公園整備等の必要性について

　3. 小学校統廃合における防災安全性について

○菊原　章　議員（8P）

　1. 白浜温泉を核とした観光まちづくりについて

　2. 災害リスクに備えた住民の安心・安全の確保について

○廣畑　志保　議員（8P）

　1. 子育て支援事業について

　2. 高齢者福祉の充実について

　3. 学校の統合について

　4. 白良浜海水浴場のイベントについて

○小森　一典　議員（9P）

　1. 通学路における防犯カメラの設置について

　2. 町内の小中学校再編について

　3. 8月1日開催の花火イベントの概要について

○丸谷　和樹　議員（9P）

　1. 金芽米について

　2. 農業施策について

　3. ふるさと納税について

　4. ふるさと住民登録制度について

質問議員 / 質問事項

溝
みぞ

口
ぐち

  耕
こう

太
た

郎
ろう

 議員

Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
の
有
効

期
限
は
９
月
下
旬
ま
で

白良浜ビーチカフェ

白
良
浜
ビ
ー
チ
カ
フ
ェ
事
業
に
つ
い
て

協
定
書
に
基
づ
い
て
実
施
し
て
い
る

事
業
費
に
つ
い
て

 

白
良
浜
利
便
増
進
施
設
整
備
実
証
実

験
事
業（
白
良
浜
ビ
ー
チ
カ
フ
ェ
事
業
）の

総
事
業
費
は
６
千
万
円
に
な
る
と
の
説
明

を
過
日
の
全
員
協
議
会
で
受
け
て
い
る
が
、

こ
の
総
事
業
費
の
６
千
万
円
の
根
拠
は
ど

こ
か
ら
出
て
い
る
の
か
を
問
う
。

　

委
託
事
業
者
も
３
千
万
円
を
支
出
す
る

と
全
員
協
議
会
で
説
明
を
受
け
た
が
、
委

託
事
業
者
が
支
出
す
る
分
の
費
用
は
、
事

業
主
で
あ
る
南
紀
白
浜
観
光
協
会
に
入
金

し
て
い
る
の
か
。

　

ま
た
、
委
託
事
業
者
が
提
示
し
た
ビ
ー

チ
カ
フ
ェ
の
施
工
費
の
６
千
万
円
の
見
積

書
に
つ
い
て
、
各
項
目
の
単
価
の
チ
ェ
ッ

ク
は
行
っ
て
い
る
の
か
を
問
う
。

 

ビ
ー
チ
カ
フ
ェ
に
つ
い
て
は
、
令
和
６

年
度
中
か
ら
様
々
な
形
で
庁
内
で
度
重
な

る
検
討
を
行
い
、
規
模
感
や
デ
ザ
イ
ン
な

ど
に
つ
い
て
具
体
化
を
進
め
て
き
た
。
当

然
、
そ
の
内
容
に
沿
っ
た
見
積
に
よ
り
事

業
費
を
決
定
し
て
い
る
。

　

事
業
費
に
つ
い
て
は
、
南
紀
白
浜
観
光

協
会
と
実
証
事
業
者
が
締
結
す
る
協
定
書

に
基
づ
き
、
南
紀
白
浜
観
光
協
会
が
負
担

す
る
分
の
事
業
費
を
実
証
事
業
者
に
支
払

う
形
と
な
っ
て
い
る
。

　

単
価
の
チ
ェ
ッ
ク
は
行
っ
て
い
な
い
が
、

町
は
あ
く
ま
で
補
助
金
と
し
て
支
出
し
て

い
る
の
で
、補
助
金
要
綱
に
基
づ
き
、事
業

の
内
容
が
補
助
対
象
項
目
で
あ
る
か
等
、

要
綱
に
適
合
す
る
か
審
査
し
て
い
る
。
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松
まつ

田
だ

  剛
たけ

治
はる

 議員

Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
の
有
効

期
限
は
９
月
下
旬
ま
で

白浜第一小学校

鈴
すず

木
き

  彬
あき

人
ひと

 議員

Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
の
有
効

期
限
は
９
月
下
旬
ま
で

家族で防災資料を確認

小
学
校
統
廃
合
に
お
け
る
防
災
安
全
性
に
つ
い
て

子
ど
も
た
ち
の
安
心
・
安
全
が
最
優
先

学
校
統
合
と
防
災
安
全
性

 

白
浜
第
一
小
学
校
と
白
浜
第
二
小
学

校
の
統
合
に
つ
い
て
、
保
護
者
の
間
で
は

来
年
４
月
統
合
と
噂
も
あ
る
。
子
ど
も
た

ち
の
命
を
守
る
観
点
か
ら
、
津
波
浸
水
リ

ス
ク
を
踏
ま
え
今
後
ど
の
よ
う
に
検
討
を

進
め
て
い
く
の
か
。

 

学
校
統
廃
合
に
つ
い
て
は
、
単
に
利
便

性
や
経
済
効
果
だ
け
で
な
く
、
災
害
発
生

時
の
「
生
命
の
安
全
」
を
重
要
視
し
、子
ど

も
た
ち
の
安
心
・
安
全
を
最
優
先
と
す
る
。

統
合
の
時
期
に
つ
い
て
は
、
今
後
の
協
議

や
合
意
形
成
の
状
況
を
踏
ま
え
な
が
ら
判

断
し
た
い
。

町
営
住
宅
の
公
園
等
の
整
備

 

町
営
住
宅
敷
地
内
の
公
園
や
交
流
ス

ペ
ー
ス
の
整
備
は
、
子
育
て
支
援
や
高
齢

者
福
祉
、
入
居
促
進
に
資
す
る
と
考
え
る

が
、町
の
考
え
は
。

 

多
世
代
が
ふ
れ
あ
い
、コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

を
形
成
す
る
重
要
な
拠
点
と
認
識
し
て
い

る
。
少
子
高
齢
化
や
人
口
減
少
の
中
、
子

育
て
世
帯
と
高
齢
者
が
交
流
で
き
る
環
境

づ
く
り
は
、
子
育
て
支
援
、
高
齢
者
福
祉
、

少
子
化
対
策
等
に
重
要
な
施
策
で
あ
る
と

考
え
て
い
る
。

車
中
泊
の
受
入
環
境
整
備

 

車
中
泊
利
用
者
の
受
け
入
れ
環
境
整

備
や
利
用
ル
ー
ル
の
明
確
化
を
進
め
る
必

要
性
に
つ
い
て
、町
の
考
え
は
。

 

基
本
的
な
マ
ナ
ー
の
周
知
徹
底
を
行

い
な
が
ら
、動
向
を
注
視
し
、状
況
に
応
じ

ル
ー
ル
作
り
を
行
う
必
要
が
あ
る
と
考
え

て
い
る
。

多
文
化
共
生
社
会
に
つ
い
て

相
談
者
に
寄
り
添
っ
た
対
応
に
努
め
る

多
文
化
共
生
社
会
に
つ
い
て

 

外
国
人
住
民
の
増
加
が
予
想
さ
れ
る

中
、
外
国
人
住
民
の
現
状
を
ど
う
把
握
し

て
い
る
か
。
日
常
生
活
に
お
け
る
必
要
な

支
援
へ
の
取
組
と
、
ト
ラ
ブ
ル
が
発
生
し

た
場
合
の
対
応
は
ど
う
か
。

 

本
町
で
は
６
３
１
人
の
外
国
籍
の
方

が
住
民
登
録
さ
れ
て
い
る
。「
生
活
ガ
イ
ド

ブ
ッ
ク
」
を
作
成
し
生
活
支
援
の
情
報
提

供
を
行
っ
て
い
る
ほ
か
、
ト
ラ
ブ
ル
発
生

時
に
は
し
か
る
べ
き
窓
口
等
へ
案
内
す
る

な
ど
相
談
者
に
寄
り
添
っ
た
対
応
に
努
め

た
い
。

新
た
な
防
災
気
象
情
報

 

見
直
し
を
受
け
て
、自
主
防
災
組
織
や

学
校
教
育
現
場
を
は
じ
め
地
域
住
民
に
対

し
て
、
ど
の
よ
う
に
周
知
・
啓
発
を
行
っ
て

き
た
か
。

 

Ｈ
Ｐ
や
広
報
へ
の
掲
載
、各
自
治
会
や

防
災
組
織
の
訓
練
時
等
の
機
会
を
活
用
し

た
啓
発
を
行
っ
て
お
り
、
今
後
も
要
望
に

応
じ
対
応
し
て
い
き
た
い
。
学
校
現
場
に

つ
い
て
は
、
教
育
委
員
会
を
通
じ
周
知
等

し
対
応
し
て
い
る
。

西
牟
婁
町
村
会
の
脱
退

 

脱
退
理
由
と
、
議
会
へ
の
説
明
が
行
わ

れ
な
か
っ
た
こ
と
に
つ
い
て
。
今
後
の
町

と
し
て
の
活
動
、
広
域
連
携
へ
の
影
響
は

な
い
の
か
。

 

分
担
金
の
負
担
や
町
村
間
の
信
頼
関

係
を
踏
ま
え
脱
退
し
た
。
任
意
団
体
で
あ

り
議
決
事
項
で
は
な
い
こ
と
か
ら
議
会
へ

の
説
明
は
行
わ
な
か
っ
た
も
の
。
広
域
連

携
に
影
響
は
な
い
。
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一般質問

子
育
て
支
援
、
高
齢
者
福
祉
の
充
実
に
つ
い
て

未
来
を
見
据
え
、
丁
寧
な
検
討
を
行
う

子
育
て
支
援
・
高
齢
者
福
祉

 

０
～
２
歳
児
の
保
育
料
無
償
化
事
業

は
、
全
て
の
子
ど
も
が
対
象
と
な
る
よ
う

求
め
る
。

 

町
が
実
施
責
任
を
負
う
認
可
保
育
施

設
の
充
実
を
図
る
観
点
か
ら
実
施
し
て
い

る
。
認
可
外
施
設
に
つ
い
て
は
条
件
は
あ

る
も
の
の
、
国
県
と
同
様
に
町
と
し
て
も

一
定
の
支
援
を
行
っ
て
い
る
の
で
理
解
い

た
だ
き
た
い
。

 

第
一
小
学
校
と
第
二
小
学
校
の
統
合

は
、児
童
や
保
護
者
、地
域
の
方
々
の
要
望

を
聞
き
、十
分
な
審
議
を
。

 

子
ど
も
た
ち
や
保
護
者
、地
域
の
声
を

大
切
に
し
な
が
ら
、未
来
を
見
据
え
、よ
り

良
い
教
育
環
境
を
構
築
す
る
た
め
、丁
寧

な
検
討
を
進
め
た
い
。

 

タ
ク
シ
ー
券
を
も
っ
と
簡
単
に
購
入

で
き
る
よ
う
に
、ま
た
、町
内
の
ど
こ
に
住

ん
で
い
て
も
困
ら
な
い
交
通
手
段
の
追
求

を
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

 

代
理
人
に
よ
る
購
入
を
可
と
し
て
い

る
が
、
そ
れ
で
も
無
理
な
場
合
は
個
別
に

柔
軟
に
対
応
し
て
い
る
。
公
共
交
通
機
関

の
充
実
に
つ
い
て
は
、
引
き
続
き
移
動
手

段
の
確
保
に
努
め
た
い
。

８
月
１
日
の
花
火
イ
ベ
ン
ト

 

イ
ベ
ン
ト
は
白
良
浜
海
水
浴
場
の
都

市
公
園
許
可
基
準
に
照
ら
し
て
適
し
て
い

る
と
は
思
え
な
い
が
い
か
が
か
。

 

観
光
振
興
及
び
交
流
人
口
の
拡
大
が

期
待
で
き
る
も
の
と
し
て
、
町
が
共
催
し

開
催
す
る
も
の
で
、
関
係
規
定
等
に
つ
い

て
も
問
題
な
い
も
の
と
認
識
し
て
い
る
。

白
浜
温
泉
を
核
と
し
た
観
光
づ
く
り
に
つ
い
て

温
泉
を
前
面
に
押
し
出
し
た
観
光
対
策
を
進
め
た
い

白
浜
温
泉
の
観
光
ブ
ラ
ン
ド

 

白
浜
温
泉
は
有
馬
、道
後
と
並
ぶ
日
本

三
古
湯
の
一
つ
と
さ
れ
て
い
る
。
町
は
今

後
、
白
浜
温
泉
を
ど
の
よ
う
な
観
光
ブ
ラ

ン
ド
と
考
え
、
ど
の
よ
う
な
町
の
姿
を
目

指
し
て
い
く
の
か
。

 

原
点
回
帰
。
温
泉
観
光
ま
ち
白
浜
を

元
気
に
、
今
後
は
温
泉
を
前
面
に
押
し
出

し
、
観
光
客
の
皆
さ
ん
が
歩
き
な
が
ら
温

泉
を
感
じ
て
い
た
だ
け
る
よ
う
に
取
り
組

ん
で
い
き
た
い
。

津
波
避
難
対
策
の
実
効
性

 

い
つ
か
や
っ
て
く
る
地
震
に
よ
る
津

波
対
策
と
し
て
、
避
難
経
路
の
周
知
、
避

難
対
策
、
夜
間
の
訓
練
な
ど
の
備
え
に
つ

い
て
の
取
り
組
み
は
。

 

災
害
か
ら
の
被
害
を
最
小
限
に
す
る

た
め
、
住
民
一
人
ひ
と
り
が
い
ざ
と
い
う

時
に
備
え
日
頃
か
ら
の
準
備
が
重
要
で
あ

り
、
町
内
一
斉
の
初
期
避
難
訓
練
や
各
地

域
、施
設
単
位
で
の
訓
練
に
お
い
て
、避
難

経
路
・
場
所
の
確
認
や
迅
速
な
避
難
行
動

を
と
っ
て
い
た
だ
け
る
よ
う
、
継
続
し
た

訓
練
や
津
波
避
難
対
策
に
取
り
組
ん
で
い

き
た
い
。

観
光
地
と
し
て
の
防
災
体
制

 

白
良
浜
や
温
泉
街
、宿
泊
施
設
で
被
災

し
た
際
の
観
光
客
や
宿
泊
客
の
避
難
誘
導

体
制
を
ど
の
よ
う
に
し
て
い
く
の
か
伺
う
。

 

平
時
か
ら
宿
泊
施
設
や
観
光
事
業
者

と
連
携
体
制
を
構
築
し
、
情
報
共
有
や
役

割
分
担
を
明
確
に
し
て
お
く
こ
と
が
重
要

で
あ
り
、今
後
も
安
全
・
安
心
な
観
光
地
づ

く
り
に
取
り
組
む
。

菊
きく

原
はら

   章
あきら

 議員

Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
の
有
効

期
限
は
９
月
下
旬
ま
で

白良浜海水浴場

廣
ひろ

畑
はた

  志
し

保
ほ

 議員

Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
の
有
効

期
限
は
９
月
下
旬
ま
で

タクシー券
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一
次
産
業
へ
還
元
し
、
地
域
循
環
で
白
浜
を
元
気
に

寄
附
金
の
拡
大
に
向
け
取
り
組
み
を
進
め
る

金
芽
米
に
つ
い
て

 

保
育
園
で
導
入
さ
れ
た
金
芽
米
に
つ

い
て
、
地
元
米
を
使
用
し
栄
養
価
も
高
い

と
聞
く
が
、
学
校
給
食
へ
の
展
開
に
つ
い

て
伺
う
。

 

金
芽
米
の
学
校
給
食
へ
の
導
入
に
つ

い
て
は
、
そ
の
課
題
や
運
営
面
の
影
響
な

ど
、
関
係
機
関
と
も
連
携
し
、
導
入
に
向

け
調
査
・
研
究
を
進
め
て
い
る
。

農
業
施
策
に
つ
い
て

 

地
元
米
流
通
シ
ス
テ
ム
の
考
え
方
や

白
良
米
に
つ
い
て
伺
う
。

 

２
等
米
以
上
の
町
内
産
こ
し
ひ
か
り

を
白
良
米
と
し
て
流
通
さ
せ
る
。
昨
年
の

調
査
で
提
供
、
消
費
の
意
向
の
あ
っ
た
方

へ
の
案
内
や
新
聞
折
込
に
よ
り
募
集
し
、

消
費
者
へ
届
け
た
い
。

ふ
る
さ
と
納
税
に
つ
い
て

 

ふ
る
さ
と
納
税
の
使
途
や
新
た
な
返

礼
品
づ
く
り
、
更
な
る
財
源
確
保
に
取
り

組
み
が
で
き
る
の
か
伺
う
。

 

返
礼
品
の
開
発
や
地
元
事
業
者
の
支

援
、地
域
資
源
の
掘
り
起
し
に
取
り
組
み
、

地
域
の
共
感
や
魅
力
あ
る
産
品
提
供
を
行

い
、寄
附
金
の
拡
大
を
図
る
。

ふ
る
さ
と
住
民
登
録
制
度

 

ふ
る
さ
と
住
民
登
録
制
度
や
東
京
事

務
所
の
役
割
に
つ
い
て
伺
う
。

 

具
体
的
な
制
度
設
計
に
つ
い
て
は
、今

後
、町
の
実
情
に
応
じ
検
討
し
、関
係
人
口

の
増
加
に
よ
り
地
域
活
性
化
に
つ
な
げ
て

い
き
た
い
。
東
京
事
務
所
は
、
首
都
圏
で

の
情
報
収
集
・
発
信
を
通
じ
、
企
業
誘
致
・

関
係
人
口
の
創
出
に
取
り
組
む
。

通
学
路
に
お
け
る
防
犯
カ
メ
ラ
の
設
置
に
つ
い
て

安
心
し
て
過
ご
せ
る
環
境
づ
く
り
を
目
指
す

防
犯
カ
メ
ラ
の
設
置

 

子
ど
も
た
ち
や
地
域
住
民
の
安
心
・
安

全
の
た
め
、
事
件
や
事
故
を
未
然
に
防
ぎ
、

抑
止
力
の
向
上
に
つ
な
が
る
防
犯
カ
メ
ラ

の
設
置
に
つ
い
て
、見
解
を
伺
う
。

 

防
犯
カ
メ
ラ
の
設
置
は
、地
域
の
安
全

の
確
保
の
観
点
か
ら
必
要
不
可
欠
で
あ
り
、

住
民
等
の
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
保
護
を
最
優
先

に
、
安
心
し
て
過
ご
せ
る
環
境
づ
く
り
を

目
指
す
。
地
域
や
関
係
機
関
と
の
連
携
を

密
に
、信
頼
さ
れ
る
町
づ
く
り
を
進
め
る
。

町
内
の
小
中
学
校
の
再
編

 

昨
今
、
町
内
で
も
少
子
化
が
加
速
し
、

学
校
の
適
正
規
模
、
配
置
が
懸
念
さ
れ
て

い
る
が
、
今
後
の
統
廃
合
の
構
想
に
つ
い

て
、見
解
を
伺
う
。

 

学
校
の
統
廃
合
に
つ
い
て
は
、
適
正
規

模
・
配
置
を
含
め
、
そ
の
メ
リ
ッ
ト
・
デ
メ

リ
ッ
ト
の
分
析
が
重
要
で
あ
る
。
保
護
者

や
学
校
関
係
者
、
地
域
の
方
々
と
共
に
、

様
々
な
側
面
に
つ
い
て
丁
寧
に
議
論
し
進

め
て
い
き
た
い
。

８
月
１
日
の
花
火
イ
ベ
ン
ト

 
８
月
１
日
に
開
催
予
定
の
花
火
イ
ベ

ン
ト
は
、
民
間
企
業
が
出
資
す
る
イ
ベ
ン

ト
で
あ
る
と
聞
い
て
い
る
が
、町
が「
共
催
」

の
立
場
を
選
ん
だ
政
策
判
断
と
は
何
か
、

当
局
の
見
解
を
伺
う
。

 

こ
の
イ
ベ
ン
ト
は
、
昨
年
の
ジ
ャ
イ
ア

ン
ト
パ
ン
ダ
返
還
後
、町
長
を
筆
頭
に
、町

を
挙
げ
て
誘
客
に
取
り
組
ん
で
い
る
こ
と

に
感
銘
を
受
け
た
民
間
事
業
者
か
ら
の
申

出
に
よ
り
、
地
域
貢
献
事
業
と
し
て
実
現

し
た
も
の
と
な
っ
て
い
る
。

小
こ

森
もり

  一
かず

典
のり

 議員

Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
の
有
効

期
限
は
９
月
下
旬
ま
で

日置小学校

丸
まる

谷
たに

  和
かず

樹
き

 議員

Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
の
有
効

期
限
は
９
月
下
旬
ま
で

金芽米イメージ



白浜町議会だより  No.81 10

活動報告

　6月16日に第1回目の審査会を開催し、審査会各委員の互選により、溝口 耕太郎委員が審査会の委員長に、真鍋 和

功委員が副委員長に選出されました。また、審査会の公開・非公開についても協議し、原則公開で行うことを確認し

たほか、次回以降の審査方針等について協議しました。

　6月29日には第2回目の審査会を開催し、該当議員からの聞き取り、質疑応答等を行い、審査請求のあった事項に

ついて事実確認や意見交換を行いました。

　今後、適宜審査会を開催し、講ずるべき措置の審査を行っていくこととなります。

審査会の経過について

　白浜町議会議員政治倫理条例に基づき、議員の政治倫理基準違反に関する審査請求書が議長あてに提出されたこ

とにより、議会運営委員会での審議の結果、白浜町議会議員政治倫理審査会を設置しました。

　審査会では今後、政治倫理基準に違反する行為の内容や講ずるべき措置について審査が行われます。

白浜町議会議員政治倫理審査会について

小森  一典 議員

真鍋  和功 議員

松田  剛治 議員

古田  彩 議員

菊原  章 議員

溝口  耕太郎 議員

議員政治倫理審査会

　政務活動費とは、地方自治法や条例に基づき、議員が調査研究等の活動を行うために必

要な経費の一部として交付されるものです。

　白浜町では、精算後払い方式により、1年間に議員1人あたり18万円を上限として交付さ

れています。

政 務 活 動 費

令和7年度  交付実績

HP はこちら

廣畑  敏雄

松田  剛治

小森  一典

溝口  耕太郎

堅田  府利

正木  秀男

辻  成紀

西尾  智朗

水上  久美子

長野  莊一

0

0

0

0

0

0

71,090

74,090

111,480

20,000

0

0

0

41,784

0

0

0

0

0

0

48,000

46,300

46,300

46,300

25,200

18,480

13,172

48,000

72,300

76,518

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

24,880

0

60,919

0

0

0

0

48,000

46,300

46,300

112,964

25,200

79,399

84,262

122,090

184,680

96,518

48,000

46,300

46,300

112,964

25,200

79,399

84,262

122,090

180,000

96,518

議員名

項目 調査
研究費

広報・
広聴費

資料
購入費

事務所費 事務費 合計 交付額
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町議会・町議会議長の主な動き（４月～６月）

提出のあった請願書

件名

請願者氏名

紹介議員

付託委員会

ペット火葬事業の拙速な予算化を
しないよう求める請願

鈴木　丈夫　外41名

廣畑　志保

議会運営委員会

件名

請願者氏名

紹介議員

付託委員会

ペット専用火葬施設整備について
請願書

篠岡　良尚　外178名

雜賀　弥一

総務文教厚生常任委員会

3日

8日

11日

12日

19日

26日

27日

17日

18日

22日

15日

海開きイベント・安全祈願祭神事式典

和歌山県みなべ町議会　視察来庁

和歌山県町村議会事務協議会　定期総会

西牟婁郡町村議会議長会　定期総会 和歌山県議長会定期総会

町村議会議長・副議長研修会（東京都）

町村議会議長・副議長研修会（東京都）

英霊顕彰会

令和8年度日置川町商工会通常総会

全員協議会
総務文教厚生常任委員会
観光建設農林常任委員会

議会運営委員会
2026年原水爆禁止平和行進

5 月

◆令和8年　請願第2号◆令和8年　請願第1号

　令和8年第2回定例会において、提出のあった２件の請願書を委員会に付託し、審査することとなりまし

たが、会期中に委員会の審査が終わらなかったため、閉会中も引き続き審査を行うこととなりました。

　今後、委員会の審査が終われば、その審査報告に基づき、本会議で請願書の「採択」、「不採択」等を議決

します。

8日

9日

26日
10日

28日

19日

14日

小学校・中学校入学式

第2回臨時会（第1日）

和歌山県町村議会議長会決算監査

白浜町交通指導員会 総会

第2回臨時会（第2日）
議会運営委員会/議会広報特別委員会

東白浜防災センター竣工式
日神社例大祭

まぶ湯オープンセレモニー
白浜町環境保全協議会総会

4 月

紀南地方老人福祉施設組合 臨時総会23日

1日

11日

12日

13日
20日

29日

17日

18日

2日

16日
白浜まつり神社式典・献湯祭

第2回定例会（第2日）/議会運営委員会

第18回コスモスフェスタ

第2回定例会（第4日）/議会運営委員会
議員政治倫理審査会

第2回定例会（第3日）/議会運営委員会

議員政治倫理審査会

第2回定例会（第5日）/議会運営委員会
議会広報特別委員会

白浜町食中毒等予防対策本部会議
白浜町南紀白浜空港利用促進期成会総会

第2回定例会（第1日）/議会運営委員会
総務文教厚生常任委員会
観光建設農林常任委員会

白浜町シルバー人材センター定時総会

6 月



発行： 白浜町議会.
編集： 議会広報特別委員会

〒649-2211 和歌山県西牟婁郡白浜町1600番地
 TEL： 0739-43-6591   FAX： 0739-43-5888

E-mail： gikai@town.shirahama.lg.jp

※次回の定例会は、9月1日から16日まで開催予定です。
　詳しい日程などは、議会事務局までお問い合わせください。

録画配信HP

議会だよりHP

日 月 火 水 木 金 土

54329/18/318/30

1211
第3日

一般質問

10
第2日

一般質問

9876

1918
第5日

議案審議

17
第4日

議案審議

1615

第1日

提案説明

1413

録画配信9月定例会

町村議会議長・副議長研修会

議会だより

会議録の閲覧

  このたび新たに議会広報特別委員会の

委員長に選出されました。久しぶりに議

会広報特別委員会に所属することにな

りましたが、心機一転、住民の皆様方に

少しでも議会活動が伝わるように頑張

っていきたいと思います。

　この3月15日には白浜町議会議員選

挙が執行され、その結果、議会も今まで

と大きく変わる顔ぶれとなりました。現

　本会議などの様子をインター

ネットで録画配信しています。

　録画配信の開始には、会議終

了後、数週間程度お時間をいた

だいています。

　過去の議会だよりについて、

平成26年分からホームページ

に掲載していますので、ぜひご

覧ください。

　5月26日、東京国際フォーラムにおいて、約2,000人の

町村議会関係者の出席のもと、令和8年度町村議会議長・副

議長研修会が開催されました。

職4名、元職1名に、新たに7名が加わっ

ています。今回のような議会構成にな

るのは最初で最後ではと思っています。

　現在では各議員の所属委員会も決ま

り、この6月議会も町当局と活発な議論

を行ったところであります。

　今後も分かりやすい議会だよりが発

行されるよう、各委員とも力を合わせて

頑張っていきたいと思います。（溝口）

編
後

集
記

　町議会では、本会議及び各委員会の会議

録を作成しており、会議録のすべては、町

議会事務局で閲覧していただくことがで

きます。なお、本会議の会議録については、

平成23年分からホームページで公開して

おりますので、いつでもご覧いただけます。

　公開している会議録の閲覧は、

ホームページで検索いただくか、

左のQRコードからもご覧いただ

けます。

検  索白浜町議会　会議録


